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Kinjo Gakuin University
 The present study investigated friendship between female university students when compared with mother-child 
relationships. A total of 245 university students completed a questionnaire survey that comprised questions regarding their
sense of internal working model scales，authenticity，and emotional experiences. The questionnaire measured attachment
styles concerning best friends and mothers.
The following two factors relating to adult female friendship were identified: “trust of others” and “self-worth，” while
the two factors relating to mother-child relationships were “a sense of affinity” and “sense of acceptance”. Based on these
results，the study concluded that adult female friendships and mother-child relationships involve different aspects. The
two types of relationships very in their sense of authenticity and emotional experiences. It was also suggested that adult 
female friendships were more positive relationships than the mother-child relationships. In other words，there is a
possibility that adult female friendships may develop to become more secure relationships，unlike mother-child
relationships


































































































































































































私は最も親しい友人に心を許して話をできる .87 -.05 .71
私は最も親しい友人を信頼できる .78 -.01 .60
私は最も親しい友人に悩みごとを打ち明けられる .79 .04 .54
＜自己価値＞　α＝.76
私は最も親しい友人の役に立っているとは思えない（逆転項目） .20 -.88 .61
私は最も親しい友人と付き合うだけの価値があると思う .00 .61 .34
私は最も親しい友人と付き合うのが下手だと思う（逆転項目） -.11 -.53 .36
私は最も親しい友人が元気のない時，支えになってあげられる .28 .49 .45
私は嫌なことがあったとき，最も親しい友人と一緒に騒いで気晴らししたいと思う .11 .45 .27
＜残余項目＞





私は母親に悩みごとを打ち明けられる .98 -.15 .76
私は母親に心を許して話ができる .84 .07 .79
私は嫌なことがあったとき，母親と一緒に騒いで気晴らししたいと思う .66 .00 .45
私は母親を信頼できる .63 .24 .67
≪被受容感≫　α＝.83
私は母親と付き合うだけの価値があると思う -.12 .89 .64
私は母親に受け入れてもらえると思う .13 .72 .67
私は，母親の役に立っているとは思えない（逆転項目） .04 -.62 .36
私は母親が元気のない時，支えになってあげられる .29 .43 .45
＜残余項目＞


























































（△）自分が本当はどんな気持ちでいるか理解した上で，何をしたいのか考えようとする .67 .08 .41
（△）ほんとに辛く悲しいときにはその気持ちの重みを十分に感じられる .67 .13 .39
（△）自分のこころの内面はとても深く豊かだと感じられる .64 .09 .37
（△）その時々の自分の気持ちを大切にしている .63 .06 .37
（△）自分の気持ちを感じながら，それについて考えたり行動を決めたりする .61 .05 .35
（○）私は自分の本当の気持ちにすぐに近づくことができる .53 -.24 .45
（○）自分の欠点やコンプレックスと付き合っていける .40 -.21 .28
（○）自分が感じていることをいろいろな言葉で言い表せるような気がする .40 -.20 .32
（○）自分が持っている悩みと落ち着いた気持ちで向き合うことができる .39 -.27 .32
（□）うれしいときには“うれしいなぁ”とめいっぱい喜びをかみしめる .38 .21 .25
［感情への気付き］ α＝.68
（○）嫌な出来事があると，自分でもわけのわからない気持ちにおそわれることがある※ .19 .65 .35
（□）喜んだり悲しんだりしていてもそれが本心からのものではないように感じることがある※ .09 .64 .37
（○）人に自分の気持ちをうまく伝えられない※ -.07 .58 .37
（○）自分の感じていることが良くわからないことが多い※ -.14 .54 .38
＜残余項目＞
（△）ふとした瞬間に自分は本当はこう感じているんだなぁと気づくことがある .49 .32 .21
（△）自分の内面の気持ちにはあまり触れようと思わない※ -.23 .21 .41






点を 1 点に， 4 点を 2 点に， 3 点はそのままで換算
した。本来感尺度のみ，逆転項目は 3 点を 0 点に，

























































母親の≪被受容感≫ 0.32** 0.49** 0.66**
｛本来感｝ 0.24** 0.41** 0.24** 0.31**
［感情への積極性］ 0.33** 0.52** 0.34** 0.44** 0.57**































































































































































































































































































Shaver，P.R.&Hazan，C.（1988）．A biased overview of the study 








及ぼす影響 ― 環境移行期に着目して ― 名古屋大学大学院
教育発達科学研究科紀要，心理発達科学49，328-329.
内田利広（2014）．内的作業モデルの児童期から青年期にお
ける変容：重要な他者という観点から　京都教育大学紀
要，125，117-130.
